
薬木植栽事業と林福連携 ～日本一の薬木生産地を目指して～ 

夕張市産業振興課       農林係長 武田 信仁 
一般社団法人ぱれっとふぁーむ 代表理事 長谷地 孝一 

取組の背景･目的 

薬木植栽事業と障がい者福祉サービス事業所のマッチング 

【禁止事項】 

1. 左上の丸印の位置を移動させたり、丸印に文字を重ねて入力しないでください。 

2. 本様式の下線部より下には記載しないでください。 

【書式】 

1. フォントについては、MSゴシック11ポイント以上を基本とします。 

2. 行間については、１行以上で1.25行を基本とします。 

3. 「タイトル」・「所属・氏名」については、背景の緑色の部分に収めてください。また、所属

の記入に関しては、「森林管理署等名 ＋ 役職名」まで記載してください。 

4. 「研究の背景・目的」などの項目名は、適宜変更、追加、削除することは差し支えありません。

また、配置、分量などについては、作成者の裁量とします。 

5. 文末等は、「です、ます」調で統一してください。 

 

コトノネ 相互支援 

現場を見てもらったとき、農政麻痺で足に障害のある方を、周りの子らが支援している 

相互支援が 

ふ01 

〇夕張市では、漢方薬の原料としての利用が見込まれる薬木（キハダ、ホオノキ）を夕張メロン  

 に次ぐ地域産業資源として位置づけ、市有林に薬木を植栽する事業を平成27年から開始し、 

 日本一の薬木生産地を目指しています。 
 

〇薬木植栽事業は、新たな「価値」を創造し、これまでにない雇用機会等の創出を目的として 

 います。 
 

〇当初、薬木育成の担い手としてシルバー人材センター等の高齢者を想定していましたが、 

 平成29年に高齢化率が５割を超えた本市では、超高齢化によりシルバー人材の担い手が不足  

 するという事態に直面しています。 
 

〇超高齢化社会に突入しているなか、市民の12.7％が何らかの障害を有しており、これは全国 

 平均の約２倍という状況となります。 
 

〇障がい者の就労支援を行う市内の福祉事業所は、新たな職域開拓を進めており、薬木植栽地 

 を障がい者の就労訓練、就労の場として活用する福祉と林業の連携は相互にメリットがあり、 

 地域再生にも寄与するものと考えています。 

H24～：森林散策を目的として国有林に入林届を 

     提出し、レクリエーション利用を開始 

H26～：空知森林管理署と共同で森林教室の実施 

H27～：山菜の採取・加工販売 

H28～：高齢者住宅福祉除雪事業の受注 
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H27：高齢者を担い手として想定 

H28：シルバー人材センターの 

    人材不足が露呈 

H29：風倒被害木の復旧作業未完遂 

H30：委託先候補の選定 

林福連携 
（障がい者優先調達方針） 

 障がいのある方をサービスを受ける存在ではなく、サービスを提供する存在として捉え、 

一人一人の個性を生かすために必要な支援や配慮を行い、多用な個性が各々の役割を果たす 

ことにより薬木植栽事業の担い手として活躍できるよう順応的な取組を継続していきます。 

夕張市 （一社）ぱれっとふぁーむ 

今年度の取組 

今後の展開 

林業支援講習の受講（ぱれ） ドローン操作講習（市） 気象害復旧(市・繰越) 


